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実 験 方 法













































































































SM 濃 度 は 10γ/mlで SOM の臨床投与量を1日



















SOM 単独の MICは 12.5ry/ml,SM単独の MIC
昭39.9
表 3 MIC比によるSOM と他種抗結核薬との併用制菌効果 (実験 1)
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発 育 阻 止 最 低 濃 度
接 種 菌 量 0.1mg/ml


























































































は2.5γ/mlである｡ しかるに SOM-SM 併用時








SOM の単独 MICは 12.5γ/ml,PASの単独MIC
は 0.313γ/mlであるが, SOM-PAS併用時の
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表 4 MIC比によるSOM と他種抗結核薬との併用制菌効果 (実験2)
発 育 阻 止 最 低 濃 度 (γ/ml)
接 種 菌 量 0.1mgノml 0.01mg/ml 0.001mg/ml
MIC比によるSOM と他種抗結核薬との併用制菌効果 (実験3)
発 育 阻 止 最 低 濃 度 (γ/ml)
接種菌量







































































表 6 臨床投与量比によるとSOM と他種抗結核薬との併用制菌効果 (実験 1)
発 育 阻 止 最 低 濃 度 (γ/ml)
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表 7 臨床投与量比によるSOM と他種抗結核薬との併用制菌効果 (実験2)
発 育 阻 止 最 低 温 度 (γ/ml)
接 種 菌 量


























































表 8 臨床投与量比によるSOM と他種抗結核薬との併用制菌効莱 (実験3)
発 育 阻 止 最 低 温 度 (γ/ml)
























くれてその併用効果が不明のもの, た とえ ば
INH,PAS等との併用例があるが,その他の薬
剤とはある程度の協力作用があるように思われ






い,新 しい抗結核薬 SOM と SM,PAS,INH,
KM,CS,TC,PZA,VM,TH,SIとを 1)標準




1. 両併用法を通 じ, SOM はこれらのどの
薬剤 とも括抗作用を示 さず,いずれも多少とも
協力作用を示 した｡
2. MIC比で英剤を併用させた場合, SOM
との協力作用のいちじるしい薬剤は PZA,KM,
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INH,TC である｡
3. 臨床投与量比の併用例では主剤の制菌1-;
用におおわれて併用効果の判然 としない場合が
あるが,その他の場合はかなりの協力作用が認
められた｡
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